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３

令
第
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一

デ
ジ
タ
ル
方
式
に
よ
り
法
第
四
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
公
衆
送
信
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
公
衆
送
信

に
よ
り
送
信
さ
れ
る
著
作
物
に
係
る
影
像
を
構
成
す
る
画
素
数
が
九
万
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
基
準
の
ほ
か
、
法
第
四
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
公
衆
送
信
を
受
信
し
て
行
わ
れ
る
著
作
物
の

表
示
の
精
度
が
、
同
条
に
規
定
す
る
譲
渡
若
し
く
は
貸
与
に
係
る
著
作
物
の
原
作
品
若
し
く
は
複
製
物
の
大
き
さ

又
は
こ
れ
ら
に
係
る
取
引
の
態
様
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
こ
れ
ら
の
譲
渡
又
は
貸
与
の
申
出
の
た
め
に
必
要

と
認
め
ら
れ
る
限
度
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

第
一
項
（
第
二
号
を
除
く
。）の
規
定
は
、
令
第
七
条
の
二
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

第
六
章

受
信
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
行
う
送
信
以
外
の
特
定
送
信

第
四
条
の
三

令
第
七
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
送
信
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

電
子
情
報
処
理
組
織
（
電
子
計
算
機
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。）を
用
い
て

行
う
通
信
文
そ
の
他
の
情
報
の
送
信
（
ア
ナ
ロ
グ
信
号
伝
送
用
の
電
話
回
線
の
み
を
用
い
る
も
の
を
除
き
、
相
手

方
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
を
用
い
て
当
該
情
報
が
出
力
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
に
限
る
。）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
又
は
電
話
機
に
よ
り
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
る
送
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
又
は
当
該
送
信
を
中
継
し
、
及
び
当
該
送
信
に
係
る
情
報
を
記
録

す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
用
い
る
も
の
に
限
る
。）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
を
用
い
て
電
子
計
算
機
に
よ
り
受
信
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
通
信
文
そ
の
他
の
情
報
の
送
信

第
七
章

送
信
可
能
化
さ
れ
た
情
報
の
収
集
を
禁
止
す
る
措
置
の
方
法

第
四
条
の
四

令
第
七
条
の
五
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
を
、
法

第
四
十
七
条
の
六
（
法
第
百
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
規

定
す
る
者
に
よ
る
情
報
の
収
集
を
禁
止
す
る
措
置
に
係
る
一
般
の
慣
行
に
従
つ
て
行
う
方
法
と
す
る
。

一

ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｓ
．
ｔ
ｘ
ｔ

の
名
称
の
付
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
（
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記

録
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
送
信
可
能
化
さ
れ
た
も
の
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

イ

法
第
四
十
七
条
の
六
に
規
定
す
る
者
に
よ
る
情
報
の
収
集
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
情
報
の
収
集
を
禁

止
す
る
も
の

ロ

法
第
四
十
七
条
の
六
に
規
定
す
る
者
に
よ
る
収
集
を
禁
止
す
る
情
報
の
範
囲

二

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
（
送
信
可
能
化
さ
れ
た
情
報
を
電
子
計
算
機
に
よ
る
閲
覧
の
用
に
供
す
る
に
当
た
り
、
当
該
情
報
の

表
示
の
配
列
そ
の
他
の
態
様
を
示
す
と
と
も
に
、
当
該
情
報
以
外
の
情
報
で
送
信
可
能
化
さ
れ
た
も
の
の
送
信
の

求
め
を
簡
易
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
電
磁
的
記
録
を
作
成
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
文
字
そ
の
他
の
記
号

及
び
そ
の
体
系
で
あ
つ
て
、
国
際
的
な
標
準
と
な
つ
て
い
る
も
の
を
い
う
。）そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
作
成

さ
れ
た
電
磁
的
記
録
で
送
信
可
能
化
さ
れ
た
も
の
に
法
第
四
十
七
条
の
六
に
規
定
す
る
者
に
よ
る
情
報
の
収
集
を

禁
止
す
る
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
の
十
七
第
五
項
第
二
号
イ
中
「
第
百
三
十
一
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
百
三
十
一
条
の
五
第
一
項
」
に
改

め
、
同
号
ロ
中
「
第
百
三
十
一
条
の
十
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
百
三
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同

項
第
三
号
イ
中
「
第
百
三
十
一
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
百
三
十
一
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
百
三

十
一
条
の
十
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
百
三
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
一
第
七
項
中
「
社
会
保
険
庁
」
を
「
厚
生
労
働
省
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

個
人
の
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
五
条
の

九
第
十
項
第
三
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

法
人
の
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
二
十
条

の
三
第
十
項
第
三
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
三
十
八
号

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
第
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
七
条
の
二
第
一
項

第
一
号
、
第
二
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
二
項
、
第
七
条
の
三
第
二
号
並
び
に
及
び
第
七
条
の
五
第
二
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
著
作
権
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

著
作
権
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

著
作
権
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
文
部
省
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
章
の
二

司
書
に
相
当
す
る
職
員（
第
一
条
の
三
・
第
二
条
）」を「
第
二
章

司
書
に
相
当
す
る
職
員

第
三
章

聴
覚
障
害
者
等
用
複
製

（
第
一
条
の
三
・
第
二
条
）

物
の
貸
出
し
の
基
準
（
第
二
条
の
二
）」
に
、「
第
二
章

一
時
的
固
定
物
の
保
存
状
況
の
報
告
等（
第
三
条
・
第
四
条
）」

を
「
第
四
章

一
時
的
固
定
物
の
保
存
状
況
の
報
告
等
（
第
三
条
・
第
四
条
）

第
五
章

著
作
物
の
表
示
の
大
き
さ
又
は
精
度
に
係
る
基
準
（
第
四
条
の
二
）

第
六
章

受
信
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
行
う
送
信
以
外
の
特
定
送
信
（
第
四
条
の
三
）

第
七
章

送
信
可
能
化
さ
れ
た
情
報
の
収
集
を
禁
止
す
る
措
置
の
方
法
（
第
四
条
の
四
）

」
に
、「
第
三
章
」

を「
第
八
章
」
に
、「
第
四
章
」
を
「
第
九
章
」
に
、「
第
五
章
」
を
「
第
十
章
」
に
、「
第
六
章
」を
「
第
十
一
章
」
に
、「
第

七
章
」
を
「
第
十
二
章
」
に
改
め
る
。

第
五
章
か
ら
第
八
章
ま
で
を
一
章
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
一
号
中
「
第
九
十
五
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
九
十
五
条
の
三
第
三
項
」
に
、「
第
九
十
七
条
の

二
第
三
項
」
を
「
第
九
十
七
条
の
三
第
三
項
」
に
、「
第
九
十
五
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
九
十
五
条
の
三
第
六
項
」に
、

「
第
九
十
七
条
の
二
第
六
項
」
を
「
第
九
十
七
条
の
三
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
四
章
を
第
九
章
と
し
、
第
三
章
を
第
八
章
と
し
、
第
二
章
を
第
四
章
と
し
、
同
章
の
次
に
次
の
三
章
を
加
え
る
。

第
五
章

著
作
物
の
表
示
の
大
き
さ
又
は
精
度
に
係
る
基
準

第
四
条
の
二

令
第
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か

と
す
る
。

一

図
画
と
し
て
法
第
四
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
複
製
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
複
製
に
よ
り
作
成
さ
れ
る

複
製
物
に
係
る
著
作
物
の
表
示
の
大
き
さ
が
五
十
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二

デ
ジ
タ
ル
方
式
に
よ
り
法
第
四
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
複
製
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
複
製
に
よ
り
複

製
さ
れ
る
著
作
物
に
係
る
影
像
を
構
成
す
る
画
素
数
が
三
万
二
千
四
百
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
基
準
の
ほ
か
、
法
第
四
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
複
製
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
複
製
物
に
係
る

著
作
物
の
表
示
の
大
き
さ
又
は
精
度
が
、
同
条
に
規
定
す
る
譲
渡
若
し
く
は
貸
与
に
係
る
著
作
物
の
原
作
品
若
し

く
は
複
製
物
の
大
き
さ
又
は
こ
れ
ら
に
係
る
取
引
の
態
様
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
こ
れ
ら
の
譲
渡
又
は
貸
与

の
申
出
の
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

２

令
第
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一

デ
ジ
タ
ル
方
式
に
よ
り
法
第
四
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
公
衆
送
信
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
公
衆
送
信

に
よ
り
送
信
さ
れ
る
著
作
物
に
係
る
影
像
を
構
成
す
る
画
素
数
が
三
万
二
千
四
百
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
基
準
の
ほ
か
、
法
第
四
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
公
衆
送
信
を
受
信
し
て
行
わ
れ
る
著
作
物
の

表
示
の
精
度
が
、
同
条
に
規
定
す
る
譲
渡
若
し
く
は
貸
与
に
係
る
著
作
物
の
原
作
品
若
し
く
は
複
製
物
の
大
き
さ

又
は
こ
れ
ら
に
係
る
取
引
の
態
様
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
こ
れ
ら
の
譲
渡
又
は
貸
与
の
申
出
の
た
め
に
必
要

な
最
小
限
度
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
公
正
な
慣
行
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
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